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2014年10月に打ち上げられた「ひまわり８号」は，従来より大幅な観測機能の向上が図られた新世代静

止気象衛星である．地球全体を10分，日本付近においては2.5分間隔で観測を行い，地表面温度の日変化を

詳細に監視することが出来る．

衛星が観測する温度情報は大気上端におけるもので，大気の影響を受けた地表面温度を観測している．

地表面温度を推定するため，種々補正手法が開発されている．その中でも簡単な補正手法として，近接し

た観測波長帯域の観測値から大気の影響を推定し地表面温度を求める手法(スプリットウィンドウ法)が知

られている．「ひまわり８号」は熱赤外波長帯域に6バンドを有することから，これらバンド間の観測値を

比較し，大気の影響の違いを確認した．また地表面温度推定に有効なバンドについて検討した．
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1. はじめに

2014年10月7日，新世代静止気象衛星「ひまわり８

号」が打ち上げられた．従来の「ひまわり６・７号」と

比較すると，観測波長帯数は5から16バンドに，空間分

解能は赤外が4kmから2kmに，観測時間は全球の場合30分

から10分にそれぞれ機能が向上している．特に日本周辺

等特定の領域を2分半毎に観測する機能により衛星によ

る短時間間隔連続観測が実現し，より高度な利用が期待

されている１）．

従来の衛星観測ではある特定の時間でしか観測で

きなかった地表面温度情報が，連続観測により日変

化としてとらえることが可能となった．観測値から

放射輝度および輝度温度への変換式は，観測データ

と共に提供されている２）．しかし，その観測値は大

気上端におけるもので，地表面温度を求めるために

は大気の影響を除去する必要がある．

本研究は簡単な算出方法として知られているスプ

リットウィンドウ法の適用を想定し，「ひまわり８

号」の熱赤外バンド間で観測した値を比較した．そ

の結果，バンド11，13，14，15は同程度の輝度温度

が算出されたが，バンド12，16は異なる値が算出さ

れた．実測値を使った回帰分析によりスプリットウ

ィンドウ法の有効性，精度等について検討を行った．

2. 「ひまわり８号」による地表面温度

2015年5月14日に観測された画像において，関東地

方を対象として調査を行った．図-1は午前9時の北緯

34ﾟ～37ﾟ20'，東経139ﾟ～142ﾟの可視・近赤外カラー

合成画像(RGB=Band432)，および熱赤外モノクロ画像

(Band14)である．

RGB=Band432 band14

図-1 関東周辺の「ひまわり８号」画像
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放射輝度への変換は式(1)により行った．

放射輝度(I)=[gain]×観測値[DN]+[offset] (1)

ここでoffsetおよびgainは表-1に示すとおりである．

さらに放射輝度温度への変換は式(2)により行った．

(2)

各バンドの係数c0,c1,c2 を表-1に示す．

地表面温度の日変化は土地被覆により異なること

が知られている３）．人工的土地被覆（都市域等），自

然的土地被覆（植生域等）および水域において，各

熱赤外バンドによる観測値から算出した放射輝度温

度は表-2のとおりである．バンド11，13，14，15は

同程度の値に，バンド12，16は異なる値に算出され

た．

これら値が相対的に同様な値であるかを確認する

ため，バンド間の相関係数を表-3に示す．各熱赤外

バンド間で相関が認められる．このことから各バン

ドに見られる差異は大気による影響と考えられる．

3. スプリットウィンドウ法

スプリットウィンドウ法による輝度温度推定の基

本は，2つの波長帯域で観測された輝度温度にそれぞ

れ係数を乗じ，一定の定数を加えるものである．同

日，同時刻に，コンクリート，樹木，等の表面温度

現地観測を実施した．これら観測結果と海洋速報４）

から読み取った水域の表面温度を実測値として，市

街地，植生域，水域での２つのバンド(iおよびj)を

組み合わせた下記回帰式(3)を求めた．

T = a1Ti + a2Tj + b (3)

求めた回帰式による推定値と実測値の差を比較した

結果，バンド14と15の組み合わせが最も良好な推定

結果となった。そのときの係数はa1=5.20, a2=-10.86,

b=-71.80, 残差の絶対値の平均は0.01℃であった.

4. 展望

新世代静止気象衛星「ひまわり８号」は観測性能

が向上し，気象分野での利用に限らず，広く他の分

野での応用の可能性が認められる. 地表面温度は熱

赤外域を観測する6つのバンドで測定されているが，

各バンドはそれぞれに大気の影響を受けている.

λ：中心波長

h,c,k：定数

c0,c1,c2:提供される係数

Te(λ ,I)=
kλ
hc

･

ln (
λ 5 I
2hc2

+1)

1

Tb = c0 + c1Te + c2Te2

表-1 放射輝度および輝度温度への変換係数

表-2 土地被覆毎の観測輝度温度と実測値(℃）

表-3 熱赤外バンド間の相関係数

本研究ではスプリットウィンドウ法での推定につ

いて，適用の可能性と期待される精度について一つ

の知見を示すことができた. 今後回帰分析から得ら

れた回帰係数の意味づけや３バンド以上を利用した

推定式について，その可能性と効果を検討する予定

である.
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